
　平成30年度は「おおた未来プラン10年（後期）」の総仕上
げの年に当たることから、事業計画で掲げた目標達成に向け、
今後の区政の方向性を見定めていく重要な年となります。
　大田区平成30年度予算では、「次代を担う子どもたちの
育ちを、切れ目なく応援する取り組み」「生涯を通して誰もが
健やかに、安心して暮らせるまちづくり」「地域力を活かし、
にぎわいと安らぎが調和したまちづくり」「まちの魅力を磨き、
世界に輝く国際都市おおたを創造・発信する取り組み」の4つ
を重点課題と位置づけ、一般会計予算2,787億7千万円余、

前年度比約169億円、6.5％の増となる積極予算となりまし
た。この「平成30年度予算」には、現場第一主義をモットー
とする区議会公明党が提出した301項目に及ぶ予算要望
が数多く含まれており、多くの区民の皆さまの声が反映さ
れた予算編成になっています（詳細は裏面に掲載）。

平成30年度一般会計予算 
  2,787億7,647万3千円が
　　　　　　　　　　　可決されました。

　予算特別委員会は、玉川英俊議員が副委員長に就任し議事
運営を行いました。総括質疑は広川恵美子議員が「福祉施策」
「部局横断的な子育て支援」「国際交流」「防災力の強化」
「産業振興策」「区のリスク管理」について、締めくくり総括質疑
は秋成靖議員が「ごみと資源の分別の徹底」「地震に関する地
域危険度測定調査を受けての防災減災の取組」について質問、提案を行いました。平成30年度予算に対する賛成
討論を椿真一議員が行いました。
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誰もが輝く大田を目指して！
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　会派を代表して勝亦聡議員が登壇し、「平成30年度予算編成について」「中小企業支援策について」「地方
消費税の配分変更について」「家庭ごみの収集について」「区役所の人事と精神障がい者雇用について」「防災
について」「大田区のブランド力について」「区有施設の利用について」「京急蒲田駅周辺の喫煙について」「新
教育長の教育方針について」など質問を行いました。
　また、玉川英俊議員が「洗足池について」「スポーツについて」「福祉について」、小峰由枝議員が「商店
街の活性化について」「子育て支援について」「福祉施策について」などをテーマに一般質問を行いました。
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2月16日から3月27日まで、大田区議会第1回定例会が開催されました。
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第１、第3木曜日　午後2時から大田区議会公明党
控え室で行なっています。予約のない方の無料相
談は受けられません。当日正午より予約受付電話
（☎5744-1488）を行なった上でおいで下さい。

弁護士による無料法律相談を行なっています

大田区議会公明党の公式ホームページが
スマートフォン、タブレットに対応しました。
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大田区 平成30年度予算が決定しました！
区議会公明党が主張し、30年度予算に反映された事業の中から主だったものを紹介します。

　大田区は、区施設・学校・公園などに設置しているAEDを
221台に増設します。そのうち、特別出張所（一部除く）及び、
地域庁舎等のAEDを屋外に設置し、24時間、誰でも利用可能
な環境を作ります。また、民間企業等のAED設置情報を調査し、
区のホームページでの発信を進めます。
■お問い合わせ：健康医療政策課  庶務係　☎03-5744-1262

AEDが24時間、
誰でも利用可能に‼
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　公明党が推進する「食品廃棄物（食品ロス）の削減」を具体的
な事業とするため区は、区内で発生する未利用食品の有効活用
に向けた需給調査や、区内循環システム構築に向けた課題整理
を行います。
■お問い合わせ：環境清掃部 環境計画課 計画推進・温暖化担当
　　　　　　　☎03-5744-1625

食品ロス削減に向けた
調査を実施
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　大田区議会公明党が長年、力強く要望して
きた大森駅東口エスカレーター更新工事が
行われることになりました。更新工事では、
これまでの上り専用から「上り下り」への
改修を計画しており、駅利用者の利便性の
向上を図ります。
■お問い合わせ：都市基盤整備部 建設工事課　☎03-6436-8727
　　　　　　　　　　   都市計画課　☎03-5744-1332

大森駅東口に
下りエスカレーターができます！

トピックス

6

　待機児童解消のため、新たな整備手法を
用いるなど保育所整備計画を前倒しし、
保育サービス定員1,000名の拡充のため
27施設を整備します。
①私立認可保育所（24施設整備）
②地域型保育事業（2施設）
③認証保育所（1施設）
■お問い合わせ：保育サービス基盤担当　☎03-5744-1277

保育サービス定員を
さらに1,000名増へ
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　教育委員会では、不登校の早期発見・早期支援
に努めるとともに、登校しぶり等の予兆期、
苦悶期、回復期の各段階での適切なケアを行っ
ていきます。
①中学校における学級集団調査の実施
②スクールカウンセラーの増員
③登校支援に携わる教員の代替講師の配置
④その他の事業
■お問い合わせ：教育センター　☎03-5748-1201

不登校児童・生徒に寄り添う
支援が始まります
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　介護保険サービスの利用者のうち、
所得が低く、生計の困難な方の認知症
グループホーム利用者負担額（家賃・
食費等）のうち、一律7,000円を公費負担
する事業が開始されます。
＜対象となる利用者＞
①世帯の年間収入が基準収入額以下
②世帯の貯蓄金額（有価証券・債券等を含む）が基準額以下
③世帯がその居住用に供する家屋、その他必要な資産以外に資産を所有しない
④負担能力のある親族（別世帯を含む）などに扶養されていない。
⑤介護保険料を滞納していない
⑥生活保護または中国残留邦人等に対する支援給付を受給していない

世帯員数
1人

世帯の年間収入額
150万円

世帯の貯蓄金額
350万円

認知症グループホームの
家賃助成が実現
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　洗足池湖畔にある旧清明文庫を保存・活用し、勝海舟の想い
や地域の歴史を伝える（仮称）勝海舟記念館を整備します。
またこの開館に合わせて、周辺道路の整備も行われます。
■お問い合わせ：勝海舟記念館開設準備担当　☎03-5744-1653

勝海舟記念館（旧清明文庫）の整備トピックス
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